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第３章 歴史的風致の維持及び向上に関する方針 

 

１．歴史的風致の維持及び向上に関する課題 

本市は、第一期の高山市歴史的風致維持向上計画に基づき、飛騨高山まちの博物館

などの拠点施設の整備や、周遊ルートの整備、無電柱化事業などのハード事業をはじめ

として、建造物の修景など景観形成のための助成事業、祭礼行事や町並み保存活動等

への支援など、様々な分野で歴史的風致の維持及び向上に取り組んできた。 

その結果、まちの魅力や景観の向上、観光客の増加、町並み保存や伝統文化の継承

に関する活動の活発化など、一定の成果を得ることができた。 

一方で、本市においての人口減少・少子高齢化は、全国平均よりも速いペースで進行

しており、歴史的建造物の維持や伝統文化等の継承に関わる担い手不足は、今後更に

深刻になることが予想される。また、一部の地域における観光客の集中や、増加する外国

人旅行者への対応力の強化など、新たな課題も生じている。 

 

（１）歴史的建造物等の保存・活用に関する課題 

本市の歴史的風致を構成している建造物は、国及び県・市指定の文化財や重要伝統

的建造物群保存地区内の伝統的建造物群を構成する建造物のほか、文化財以外の歴

史的建造物も多数存在している。これまで所有者や管理者の維持管理に対する努力とと

もに、修理等に対する助成や、買取りによる市の直

接的な保存・活用、歴史的風致形成建造物や景観

重要建造物への指定等により保存を図ってきた。 

しかし、居住者の減少や高齢化により維持管理

が困難となる町家や古民家は、今後も更に増加す

ることが予想され、喫緊の課題である。また、建造

物の老朽化対策や耐震化に要する所有者の負担

も増している。 

 

（２）歴史的景観等の保全・活用に関する課題 

旧城下町には、重要伝統的建造物群保存地区

のほか、その周辺にも伝統的なたたずまいが漂う

町並みが残されており、景観町並保存会等の地域

活動に対する支援とともに、建築物の修景等に対

する助成や、周遊ルートの整備、無電柱化事業の

実施等により、町並みの保存及び魅力向上を図っ

てきた。また、歴史街道沿いなどにも良好な景観を

空家となった町家 

無電柱化が望まれる町並み 
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持つ農山村集落が残されている。 

しかし、無電柱化が未整備の地域においては、電柱や電線が歴史的景観を阻害して

いるほか、町並みと不調和な屋外広告物や建築物の早期改修、居住者の減少等による

農山村景観の悪化が課題である。  

 

（３）歴史と伝統を反映した人々の活動の継承に関する課題 

   本市の歴史と伝統を反映した人々の活動は、高山祭の屋台祭礼をはじめとする各地の

神社などの祭礼行事、地域固有の伝承芸能や郷土芸能のほか、住民による町並み保存

や文化財の保護など、地域住民のつながりや一体感の醸成とともに地域に息づいている。

また、飛騨匠
ひだのたくみ

を発祥とする建築技術や木工品等の伝統工芸も先人たちの長年に渡る努

力により伝えられてきた。 

   これまでの市の支援や歴史まちづくりの取り組みにより、伝統文化の伝承や後継者育

成に対する住民の意識向上に加え、住民による新

たな継承の取り組みが生まれるなどの成果が現れ

ている。 

しかし、居住者の減少や少子高齢化の進展によ

り、伝統文化や伝統技術、地域コミュニティの担い

手不足は年々深刻さを増しており、これまで地域の

歴史的風致を支えてきた人々の活動の継続がます

ます困難となることが予想され、大きな課題である。 

 

（４）観光客の増加や広域的な観光に関する課題 

  歴史文化の息づくまちとしての魅力の向上や発信により、外国人旅行者を含めた

観光客が増加するとともに、文化財等を巡る周遊ルートの整備などによって、以前

よりまちなかにおける観光客の回遊性が向上し

ているものの、一部の地域（古い町並界隈）に

観光客が集中する状況が続いており、市街地に

おける他の歴史資産への観光客の誘導、さらに

は市域全体での周遊性の向上が課題である。ま

た、外国人旅行者に各地域の歴史文化の魅力を

いかに伝えるかが課題である。 

  

高山祭の屋台行事 

観光客で賑わう上三之町 
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２．既存計画との関連性 

  

高山市第八次総合計画 

都市像「人・自然・文化がおりなす 活力とやさしさのあるまち 飛騨高山」 

 【まちづくりの方向性】 

１ 多様な働き方と優れた産品、サービスで財を稼ぐ 

２ 心身の健康と文化、教育で心豊かな暮らしを実現する 

３ 人と人がつながり、安全で美しさと便利さが共存する持続可能なまちをつくる 

高山市 

歴史的風致維持向上計画 

歴史的風致の維持向上に資する 

各種事業等の展開・推進 

連
携
・
調
整 

主な関連計画 

高山市景観計画 

【景観形成の目標】 

①自然や歴史・文化の保全と継承 
②格調高い都市景観の創出 

③個性あるまちづくりの推進 

高山市都市基本計画 

○旧城下町区域の歴史的な町並

み景観の保全と活用の推進 

○地域固有の景観資源の保全・活

用の推進 

高山市歴史文化基本構想 

【基本方針】 

「つながり」・「継承」をキーワードに 
豊かな歴史・文化を考える。 

高山市伝統的建造物群保存地区 

保存計画 

 三町地区、下二之町大新町地区 

高山農業振興地域整備計画 

高山市市街地景観保存計画 
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（１）高山市第八次総合計画 （平成 27年度～令和 6年度） 

平成 27年（2015）3月に策定した高山市第八次総合計画は、今後 10年間の総合的か

つ計画的なまちづくりの指針を示すものとして、「基本計画」、「実施計画」、「財政計画」で

構成されている。 

基本計画においては、市民が主役という考えのもと、多様な主体が「協働」してまちづく

りに取り組むとともに、先人たちが築き上げてきたまちの財産を継承しながら、新たなまち

の魅力や個性を「創造」し、将来につなげていくことで、市民が夢と希望を持ち、心豊かに

暮らしていくことのできる「自立」したまちを目指すことを基本理念として定めている。 

また、都市像を「人・自然・文化がおりなす 活力とやさしさのあるまち 飛騨高山」とし、

本市の将来のあるべき姿として掲げている。この都市像は、本市が誇る魅力、財産である

「人」・「自然」・「文化」が様々な形で組み合わさり、活かし合うことにより、新たな活力や元

気が生まれるとともに、やさしさがあり、幸せが感じられるまちになることを将来の姿として

描いているものである。本市の都市像を実現するために、次の 3 つのまちづくりの方向性

と 15のまちづくり戦略を定めている。 

 

まちづくりの方向性２のまちづくり戦略である「歴史・伝統の保存、継承、活用」では、歴

史遺産・伝統文化の保存、継承や産業資源としての活用に取り組むこととしている。 

また、まちづくりの方向性３のまちづくり戦略である「地域特性の保全、活用、創出」では、

自然・歴史・農山村景観の保全、創出に取り組むこととしている。 

 

 

 

 

  

【都市像を実現するためのまちづくりの方向性】 

１ 多様な働き方と優れた産品、サービスで財を稼ぐ 

２ 心身の健康と文化、教育で心豊かな暮らしを実現する 

３ 人と人がつながり、安全で美しさと便利さが共存する持続可能なまちをつくる 
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●高山市第八次総合計画の体系図 
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（２）高山市都市基本計画（令和 3年 1月策定） 

高山市都市基本計画は、都市づくりに関する基本的かつ総合的な方針を示す計画で、

概ね 30年後の都市構造を展望して定めている。 

都市構造の基本的な考え方として、今後の都市づくりにおいては、『コンパクトな拠点を

ネットワークで結ぶ都市構造』の構築を目指すとしており、今後の人口減少や少子高齢化

の進行を見据え、集約型の都市づくりの推進を掲げている。 

目指すべき都市構造の実現に向けた土地利用の方針や分野別方針においては、歴史

的資源や景観の保全・活用について、次のように取り組むこととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土地利用の方針】 

○中心商業業務区域（JR高山駅を中心とした多様な都市機能が集積する区域） 

・景観計画や歴史的風致維持向上計画に基づく、旧城下町区域の歴史的な町

並み景観の保全と活用により、魅力あるまちづくりを推進する。 

 

【分野別方針（景観形成）】 

 ○地域固有の景観資源の保全・活用の推進 

   ・景観計画等に基づいた取り組みや規制により、自然・市街地・農山村など、地

域特性に応じた良好な景観の保全や創出を図る。 

・建造物の修景整備や防災対策に対する支援などにより、歴史的な町並み景観

の保全と活用を促進する。 

・地域固有の文化と歴史を保有しながら形成・維持されてきた風情ある田園風景

や歴史遺産などの保全と活用を図る。 

 ○伝統的建造物群保存地区、市街地景観保存区域、景観重点区域の拡大の推進 

・寺内保存区域や東山保存区域とその周辺の建造物の調査により、重要伝統的

建造物群保存地区の選定に向けた取り組みを推進する。 

・市街地景観保存区域（高山市市街地景観保存条例）、景観重点区域（景観計

画）の新たな区域指定に向けた取り組みを推進する。 

 ○まちの魅力を一層向上させる新たな景観形成の推進 

・無電柱化の推進などにより、更なる景観の向上を図る。 

・より効果的で実効性のある制度とするため、景観に係る規制・基準等の見直し

を検討する。 

・景観を阻害する屋外広告物の除却を促進する。 

・まちづくり協定（高山市美しい景観と潤いのあるまちづくり条例第 8 条）の締結

等により、地域と行政の連携による景観づくりを推進する。 
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（３）高山市景観計画（平成 18年 12月策定） 

本市は、平成 18 年（2006）7 月に岐阜県知事の同意を得て景観行政団体となり、同年

12 月に高山市景観計画を策定した。計画では、これまでの景観形成の取り組みを継承し

つつ、これからの景観まちづくりのために、「自然や歴史・文化の保全と継承」、「格調高い

都市景観の創出」、「個性あるまちづくりの推進」という 3 つの目標を掲げ、良好な景観形

成に取り組むこととしている。 

計画対象区域は市全域としており、市内のどこであっても一定水準以上の美しい景観

を形成することとしている。また、特に優れた景観を有する区域や、地域住民が自ら良好

な景観形成に取り組んでいる区域を景観重点区域として指定し、建築物の色彩・高さをは

じめ、屋外広告物の掲出や開発行為等についても、それぞれの地域の特性に応じた景

観形成基準を設け、特に重点的に良好な景観づくりを推進している。 

  

【景観形成の目標】 

①自然や歴史・文化の保全と継承 

高山市は、面積の 92．5％を森林が占め、乗鞍岳、穂高連峰などの飛騨山脈

（北アルプス）を擁し、庄川、宮川などの清流が流れるなど豊かな自然にも恵ま

れている。また、先人たちの英知と努力によって引き継がれてきた独特の歴史

的、文化的価値を有する多数の資産も保存されており、今後ともこれらの自然や

歴史・文化を将来にわたって確実に保全、継承する。 

②格調高い都市景観の創出 

高山市は全国有数の城下町であり、商人文化の風情と趣きがある都市として

発達をした、日本を代表する観光都市である。特に伝統的建造物群は、連続性

があり統一感ある美しい町並の雰囲気を醸し出しており、本市を代表する歴史

景観となっている。また、これらの地区を取り囲むように市街地景観保存区域が

指定されており、伝統的建造物群との調和が図られている。このように、本市に

おいては「保全と調和」を意識したまちづくりを展開してきており、新たな都市景

観の創出にあたっては、「単に人目を引く、あるいは他との違いを目立たせる」行

為を慎み、自然や伝統文化との調和を意識した格調高い都市景観の創出を図

る。 

③個性あるまちづくりの推進 

高山市は周囲を山々に囲まれ、四季の変化が美しい自然環境豊かなコンパ

クトな都市である。この景色は古来より変わりなく、「山の向こうの美しい町」とも言

われてきた。今後ともこの「美しいまち」を残すためには、高山のスケールにあっ

た景観づくりを進めることが重要である。スケールにあったまちづくりは、「高山ら

しさ」を表現する重要な要素であるとともに、個性あるまちづくりにも繋がる。 

また、本市では「ウォーキング」をテーマとしたまちづくりを進めており、景観形成

にあたっては「歩く」視点に立った景観づくりも重要である。このためには、「ヒュ

ーマンスケール（人間の尺度）」を意識した景観づくりを進める必要がある。 
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（４）高山市歴史文化基本構想（平成 22年 3月策定） 

高山市歴史文化基本構想では、文化財を地域資源として活用する考え方が市政全体

に波及する中で、今後 50年、100年先にも継承される文化財の保存活用のあり方を検証

し、各分野で展開される文化財を活用した施策に対する基本的な方針を定めている。 

基本方針では、「つながり」・「継承」をキーワードとして、次の世代へ継承するための人

材育成等の支援のほか、文化財の背後にある地域コミュニティや空間など、周辺環境と

一体となった文化資源の保存活用や、広域的な連携による活用を図ることとしている。 

●高山市歴史文化基本構想 保存活用計画体系図 
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（５）高山市三町伝統的建造物群保存地区保存計画（昭和 53年 10月策定） 

高山市三町伝統的建造物群保存地区保存計画は、当該地区の特性を把握し、将来に

わたって適切に保存ができるよう、特性を反映した保存基準を設けるとともに、防災計画、

助成措置等について定めている。 

伝統的建造物の基準は、江戸末期から昭和にかけての建造物のうち、伝統的な外観を

有し、地区の特性を維持していると認められるものとしており、伝統的建造物については、

歴史的価値ある外観及び構造耐力上主要な部分を可能な限り保存するため修理を実施

し、伝統的建造物以外の建造物等については、できる限り伝統的建造物と調和するよう修

景を施すものとするとしている。 

また、伝統的建造物は勿論、その他の建造物もほとんどが木造であり、しかも密集して

いることから、防災施設の整備を地区保存の重点事項として取り上げ災害の防止を図るこ

ととしている。 

これらの事業を実施するにあたり、地区防災施設や市有財産の修理、修景事業は市が

行い、一般の修理、修景、防災事業等で所有者の行うものについては、助成措置を定め、

市の補助事業として行うことができるものとしている。 

 ●地区決定年月日 

  昭和 53年 10月 3日 

 

（６）高山市下二之町大新町伝統的建造物群保存地区保存計画（平成 16年 2月策定） 

高山市下二之町大新町伝統的建造物群保存地区保存計画は、当該地区の特性を把

握し、将来にわたって適切に保存ができるよう、特性を反映した保存基準を設けるとともに、

防災計画、助成措置等について定めている。 

伝統的建造物の基準は、江戸時代からおおむね昭和 30年に至る期間に建てられた建

造物のうち、下二之町大新町地区の伝統様式、構造手法、材料等で造られ、地区の特性

を維持していると認められるものとしている。保存地区及び伝統的建造物群の特徴に配慮

し、地割の保存、あるいは建造物の正面壁面位置、軒高ないし小庇の高さ、軒の出、空地

の復旧等の伝統的建造物群の特性、及び地区の特性を表す町家の連続性を確保する要

素の保存、整備等を図ることとしている。 

また、当該地区の建築物はほとんどが木造で、しかも密集しているため、防災施設の整

備を地区保存の重点事項として取り上げ災害防止に備えることとしている。 

これらの事業を実施するにあたり、地区防災施設や市有財産の修理、修景事業は市が

行い、一般の修理、修景、防災事業等で所有者の行うものについては、助成措置を定め、

市の補助事業として行うことができるものとしている。 

 ●地区決定年月日 

  平成 16年 2月 16日 
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（７）高山市市街地景観保存計画（昭和 49年 2月策定） 

本計画は、高山市市街地景観保存条例に基づいて指定された市街地景観保存区域

の種別や保存基準等について定めたものである。市街地景観保存区域は、主に重要伝

統的建造物群保存地区の周辺において、伝統的な建造物により風趣あるたたずまいを残

している地域を指定している。 

保存基準においては、建築物の高さ、形態意匠、色彩などを詳細に規定しており、高

山市市街地景観保存条例に基づく建築等行為の届出制度により、伝統的な町並み景観

の保存を図っている。 

 

●保存区域の種別 

 

●高山市市街地景観保存区域の指定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 1種 
歴史的、伝統的建築物の周辺地域、または自然景観が優れていて建築物と調

和している地域等で、景観及び環境の保全に配慮する地域 

第 2種 

伝統的建築様式により構成されている町並み、または伝統的建築様式の家居

が点在し、風趣あるたたずまいを示している地域で、その景観を保存する地

域 
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（８）高山農業振興地域整備計画（昭和 45年 10月策定） 

高山農業振興地域整備計画は、昭和 45年（1970）3月 31日の農業振興地域の指定

を受け、農地の保全や農業の健全な発展に資することを目的に策定された。 

「第 1 農用地利用計画」では、土地利用について、保全と開発との調和、恵まれた自

然との関係に配慮しながら無秩序な開発を抑制し、優良な農用地の確保を進めることとし

ている。 

「第 3 農用地等の保全計画」では、農業者の高齢化及び農業後継者不足から、農家

人口の減少と耕作放棄地の増加が予想されるため、農地の有効活用を目指し利用権設

定等推進事業を重点的に実施することとしている。また、農業生産基盤の農地と、生活空

間としての農地を位置づけ、農村風景の保全と多目的機能の保全を行うこととしている。 
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３．歴史的風致の維持及び向上に関する方針 

本市の維持向上すべき歴史的風致及び課題等を踏まえ、次のとおり方針を定める。 

（１）歴史的建造物等の保存・活用に関する方針 

伝統的建造物群保存地区や市街地景観保存区域の拡大を推進するとともに、歴史的

建造物の登録有形文化財への登録や景観重要建造物への指定を推進する。また、歴史

的建造物等の修理・修景や耐震化に対する支援により、適切な保存を促進し、所有者に

よる維持管理が困難な建造物については、官民連携も含む様々な手法により保存・活用

を図る。 

 

（２）歴史的景観等の保全・活用に関する方針 

歴史的な町並みやアクセス道路の無電柱化により、歴史的景観の再生を図るとともに、

景観計画との連携により、魅力ある町並み景観の創出や農山村景観の保全を図る。 

 

（３）歴史と伝統を反映した人々の活動の継承に関する方針 

祭礼行事や伝統文化、伝統技術の継承を図るため、後継者育成に対する支援や郷土

の歴史文化の語り部の育成を行うとともに、祭礼行事や伝統行事の担い手を確保するた

めの新たな仕組みを構築する。また、景観町並保存会等の各種団体や学校・地域との協

働により、郷土教育を推進する。 

 

（４）観光客の増加や広域的な観光に関する方針 

道路の美装化や新たな歩行動線の確保、交通体系の見直しによる良好な歩行空間の

創出により、市街地における観光客の回遊性の向上を図るとともに、日本遺産や農山村

集落の歴史文化資産を活用し、市域全体での周遊性の向上を図る。また、外国人旅行者

に対し、地域の歴史文化の成り立ちや魅力を伝えることができる通訳ガイドの育成確保等

を図る。 
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４．歴史的風致維持向上計画の推進体制 

本計画の推進にあたっては、引き続き都市計画課と文化財課が事務局を務め、各事業

の実施については、庁内関係課と連携調整を行うとともに、事業対象となる文化財所有者

や周辺住民、関係団体や事業者等と協議・調整を行うものとする。 

また、必要に応じて国や岐阜県、各審議会と協議を行い、助言や支援を得るとともに、

法定協議会である高山市歴史的風致維持向上計画協議会において、計画の推進や計

画変更、円滑な事業の実施に向けた協議を行う。 

 

 

【高山市庁内体制】 

事業担当課 

・建設課 

・維持課 

・観光課 

・商工課 

・海外戦略課 

・生涯学習課 

       など 

事務局 

・都市計画課 

・文化財課 

助言 

助言 
支援 

協議 

高山市歴史的 

風致維持向上 

計画協議会 

協議 

政策調整会議 

・市長 

・副市長 

・教育長 

・企画部 

・総務部 

・財務部 

・文化財所有者 

・周辺住民 

・関係団体 

・事業者等 

協議 

調整 

文化財審議会 

国 

国土交通省 

文部科学省 

農林水産省 

 

岐阜県 

調整 

協議 


